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平
成
十
八
年
度
の
主
要
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
掲
げ
る
六
つ
の
基

本
方
針
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

自
然
を
大
切
に
し
た
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
小
坂
地
区
と
浮
橋
地

区
に
、
自
然
環
境
生
態
系
保
全
施
設
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
景
観
に
配
慮
し
た
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
環
境
美
化
の
推
進
、
不
法
投
棄
対
策
、
緑
化
推
進
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち
の
手
で
美
し
い
ま
ち
に
す
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
負
荷
の
少
な
い
資
源
循
環
型
の
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
実
行
計
画

を
策
定
し
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
地
域
に
対
し
て
、
河
川
の
浄
化
を
目
的
に
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す
る
補
助
を

十
八
年
度
か
ら
新
設
し
ま
す
。
な
お
、
生
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化
対
策
、
リ
サ
ク
ル
処
理
に
つ

い
て
も
、
継
続
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

幅
広
い
地
域
資
源
と
結
び
つ
い
た
観
光
交
流
を
振
興
す
る
た
め
、
観
光
協
会
を
主
体
と
し
た
事

業
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
特
に
十
八
年
度
で
は
、
歴
史
観
光
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
を
計
画

し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
々
に
も
一
役
担
っ
て
い
た
だ
き
、
韮
山
地
域
の
歴
史
資

源
と
温
泉
場
を
結
び
付
け
、
伊
豆
の
国
市
の
観
光
の
目
玉
に
な
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

十
八
年
度
は
長
岡
南
浴
場
建
設
の
た
め
の
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

安
全
で
新
鮮
な
農
産
物
の
生
産
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
農
業
環
境
・
農
産
物
安
全
性
確
保

対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
長
崎
地
域
農
業
活
動
拠
点
施
設
整
備
と
、
高
原
浮
橋
農
業
集

落
道
整
備
を
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

高
付
加
価
値
型
産
業
を
振
興
す
る
た
め
、
中
国
野
菜
栽
培
研
究
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
中
国

江
蘇
省
の
協
力
を
得
て
こ
れ
ま
で
に
な
い
中
国
野
菜
を
栽
培
し
、
市
内
の
農
業
の
更
な
る
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
市
内
の
農
業
者
や
中
国
江
蘇
省
の
技
術
者
の
協
力
も
得
な
が
ら
試
験
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
一
方
で
、
堆
肥
な
ど
の
使
用
に
よ
る
安
全
で
安
心
し
て
食
す
る
こ
と
が

で
き
る
野
菜
づ
く
り
を
促
進
し
、
さ
ら
に
そ
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
な
か
で
の
地
産
地
消
に
よ
る
食
材
の
提
供
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
を
訪
れ
る
方
々
に
も
、
旅
館
や
飲
食
店
な
ど
で
食
す
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
方
々
に
も
健
康
を
提
供
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
内
は
も
と
よ
り
、
海

外
か
ら
の
観
光
客
の
誘
引
要
因
に
も
発
展
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
安
全
で
安
心
な
野
菜
を
栽
培
す
る
農
業
と
、
そ
の
野
菜
を
食
材
と
し
て
利
用
す
る
観

光
と
、
そ
こ
か
ら
発
生
す
る
生
ご
み
や
、
牛
糞
を
利
用
し
た
有
機
肥
料
と
、
そ
れ
を
ま
た
野
菜
づ

く
り
に
使
用
す
る
仕
組
み
は
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
る
と
と
ら
え
、
十
分
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
費
行
動
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
経
営
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、
商
業
の
振
興
は

緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
地
元
の
商
工
会
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
行
う
活
動
に
対
し
て
、
よ
り
活
発

に
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

雇
用
機
会
の
創
出
と
職
業
能
力
の
向
上
と
し
て
、
雇
用
促
進
事
業
と
労
働
者
能
力
開
発
事
業
を

実
施
す
る
団
体
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
勤
労
者
に
対
し
て
住
宅
資
金
の
貸
付
や
教
育
資
金
の
貸

付
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
人
間
性
豊
か
な
市
民
と

し
て
成
長
で
き
る
よ
う
、
伊
豆
の
国
市
内
の
保
、
幼
、
小
、
中
の
全
園
全
校
が
連
携
一
貫
し
て
「
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
英
語
教
育
は
、
児
童
・
生
徒
の
英
語
へ
の
興
味
・

関
心
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
さ
ら
に
高
め
る
な
ど
、
英
語
教
育
の
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
大
仁
中
学
校
の
整
備
計
画
に
伴
う
校
舎
の
設
計
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

伊
豆
の
国
市
の
生
涯
学
習
推
進
大
綱
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。
市
民
の
能
力
や
個
性
を
伸
ば
す

た
め
、
魅
力
あ
る
生
涯
学
習
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
に
あ
る
歴
史
資
産
・
文
化
財
・
文
化
を
大
切
に
守
り
育
て
、
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
新

た
な
文
化
や
芸
術
の
創
造
に
つ
な
げ
る
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。
十
八
年
度
も
、
伝
統
芸
能
の
育

成
と
し
て
、
伝
統
芸
能
教
室
の
開
催
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
韮
山
反
射
炉
内
に
あ
る
ト

イ
レ
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
十
八
年
度
に
改
築
し
ま
す
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
よ
り
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
伊
豆
の
国
市
健
康
増
進
計
画
の
策
定

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
十
七
年
度
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
が
多
か
っ
た
、
婦
人
科
検
診
の
受

診
機
会
を
、
二
年
に
一
度
か
ら
毎
年
受
診
で
き
る
体
制
に
し
ま
し
た
。

市
長
施
政
方
針

平成１８年度

伊
豆
の
国
市
長

望
　
月
　
良
　
和

生
き
生
き
働
く
活
気
に
満
ち
た
産
業
の
あ
る
ま
ち

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
快
適
な
空
間
の
ま
ち

未
来
を
担
う
人
を
育
み
豊
か
な
歴
史
・
文
化
を
築
く
ま
ち

だ
れ
も
が
す
こ
や
か
元
気
に
生
き
る
ま
ち

安安
全全
でで
安安
心心
しし
てて
暮暮
らら
せせ
るる

まま
ちち
づづ
くく
りり
にに
重重
点点
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
の
施

策
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
十
八
年
度
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
地
域
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に

社
会
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
と
施
設
の
充
実
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
伊
豆
の
国

市
障
害
者
計
画
を
策
定
し
、
自
立
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。
十
八
年
度
か
ら
支
給
対
象
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
扶
養

者
の
所
得
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
制
度
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
に
は
児
童
指
導

員
を
、
幼
稚
園
に
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
先
生
を
十
七
年
度
と
同
様
に
配
置
し
、
世
代
間
の
交
流
と
園

内
へ
の
侵
入
者
に
対
す
る
警
告
的
な
役
割
と
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
事
業
と
私
立
幼
稚
園
就
園
支
援
事
業
に
つ
い
て
も
、
十
七
年
度
と
同
様
に
実
施
し
、
子
ど

も
を
安
心
し
て
産
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
へ
の
愛
着
、
住
民
相
互
の
思
い
や
り
、
助
け
合
い
の
あ
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
地

域
の
福
祉
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
交
通
の
機
能
向
上
を
図
る
た
め
、
古
奈
地
区
、
神
島
地
区
、
多
田
地
区
の
合
併
支
援
道
路

を
は
じ
め
、
浮
橋
地
区
等
の
県
道
路
整
備
に
つ
い
て
継
続
的
な
実
施
を
静
岡
県
に
お
願
い
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
大
仁
地
区
と
韮
山
地
区
を
結
ぶ
主
要
道
路
で
あ
る
市
道
大
１
０
１
号
線
、
宗
光

寺
か
ら
南
条
間
に
つ
い
て
の
改
良
工
事
を
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
他
、
道
路

関
係
で
は
、
韮
山
地
区
で
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備
を
し
て
い
る
街
路
整
備
事
業
や

辺
地
対
策
事
業
に
つ
い
て
も
、
継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
公
園
関
係
で
は
、
天
野
公
園
整

備
事
業
が
十
八
年
度
で
三
年
を
か
け
た
事
業
が
終
了
し
ま
す
。
ま
た
、
守
山
西
公
園
、
古
奈
湯
元

公
園
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
一
方
、
上
水
道
関
係
で
は
、
新
し
い
古

奈
配
水
池
の
完
成
に
よ
り
、
江
間
地
区
の
念
願
で
あ
っ
た
美
味
し
い
水
が
、
今
年
四
月
か
ら
供
給

さ
れ
ま
す
。

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
水
害
対
策
や
防
災
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
ず
は
教

育
施
設
の
地
震
対
策
に
重
点
を
置
き
、
十
八
年
度
に
耐
震
診
断
を
田
京
幼
稚
園
、
堀
越
保
育
園
、

長
岡
南
小
学
校
、
大
仁
小
学
校
で
行
い
、
韮
山
西
幼
稚
園
で
耐
震
補
強
計
画
設
計
を
、
災
害
時
の

非
難
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
韮
山
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
三

地
区
で
統
合
さ
れ
て
い
な
い
行
政
無
線
を
、
十
八
年
度
か
ら
二
カ
年
計
画
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
仁
方
面
隊
第
六
分
団
の
詰
所
建
設
と
伊
豆
長
岡
方
面
隊
第
一
分
団
の
消
防

ポ
ン
プ
車
の
更
新
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
家
庭
用
家
具
固
定
推
進

事
業
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
ゼ
ロ
」
事
業
に
つ
い
て
も
実
施
し
、
防
災
へ
の
意
識
高

揚
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

次
に
水
害
対
策
と
し
て
、
堂
川
地
区
と
毘
沙
門
地
区
の
湛
水
防
除
施
設
改
修
と
、
旭
台
、
長
岡

川
、
小
坂
都
市
下
水
路
整
備
と
、
山
田
川
等
の
河
川
改
修
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
伊
豆
の
国
市
全
体
の
排
水
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
大
仁
地
区
で
設
置
を
し
て
い
る
区
交
通
安
全
会
を
伊
豆

長
岡
、
韮
山
地
区
に
も
設
置
を
し
て
い
た
だ
き
、
地
区
独
自
の
交
通
安
全
活
動
の
推
進
を
図
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

次
に
防
犯
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
し
て
、
小
学
校
に
安
全
支
援
員
を
増
員
し
ま
す
。
ま
た
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
配
備
し
、
地
域
の
防
犯
活
動
の
推
進
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
民
交
流
、
都
市
交
流
、
国
際
交
流
等
、
様
々
な
賑
わ
い
交
流
の
創
出
事
業
と
し
て
は
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
市
民
の
交
流
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
交
流

に
つ
い
て
は
伊
豆
の
国
市
都
市
交
流
協
会
を
中
心
に
、
京
都
府
長
岡
京
市
等
と
積
極
的
な
交
流
を

進
め
ま
す
。
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
伊
豆
の
国
市
国
際
交
流
協
会
を
中
心
に
、
文
化
・
民
族
の
違

い
を
越
え
て
互
い
を
理
解
し
共
生
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
と
の
情
報
の
共
有
と
し
て
、
広
報
の
発
行
を
十
七
年
度
と
同
様
に
一
日
号
・
十
五
日
号
の

月
二
回
発
行
し
、
積
極
的
な
情
報
の
提
供
に
心
が
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見

箱
」
も
引
き
続
き
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
課
題
や
問
題
を
直
接
、
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
た
め
、
市
政
懇
談
会
を
十
七
年
度
と
同
様
に
実
施
し
ま
す
。

市
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
に
、
地
域
づ
く
り
推
進

事
業
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
が
市
政
に
参
加
で
き
る
機
会
や
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
と
し
て
、
十
八
年
度
は
積
極
的
な
意
識
啓
発
を
推
進
す
る
た
め
講

演
会
を
開
催
し
、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
に
も
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

効
率
的
な
行
政
運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改
革
大
綱
と
実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

旧
三
町
の
速
や
か
な
一
体
化
を
促
進
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
、
伊
豆
の
国
市
全
体
の
均
衡
あ

る
発
展
を
目
指
し
、
伊
豆
の
国
市
の
将
来
像
で
あ
り
ま
す
「
自
然
を
守
り
、
文
化
を
育
む
、
魅
力

あ
る
温
泉
健
康
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
十
七
年
度
か
ら
総
合
計
画
の
策

定
作
業
に
着
手
し
て
お
り
、
十
八
年
度
中
に
は
総
合
計
画
を
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
地
方
財
政
へ
の

影
響
は
、
不
透
明
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
地
方
分
権
の
理
念
に
沿
っ
た
新
た
な
地
方
財
政
制
度
の
実

現
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
持
続
可
能
な
財
政
構
造
へ
の
転
換
を
目
指
し
、
時
代

の
要
請
や
市
民
の
期
待
に
沿
っ
た
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
行
財
政
改
革
に
強
力
に
取
り
組
み
、

よ
り
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

住
み
た
い
訪
れ
た
い
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

み
ん
な
が
主
役
、
明
日
に
向
か
っ
て
進
む
ま
ち


